
千葉県白子町 小林 弘典

【年 齢】
37歳

【出身地】
埼玉県越谷市

【転出元】
千葉県白子町

【前 職】
リクルート広告営業
（個人事業主）

【活動時期】
R3.4～R7.3

友人からの紹介がきっかけでした。
もともとは週末サーファーで仕事の休みの合間で九十九里
へ来ていました。その時サーフィンつながりで知り合った
方から『白子町で地域おこし協力隊』を募集していること
を聞き、その名称すら聞いたこと無かったですが地方創生
には興味があったのと、個人事業主で仕事をしており電波
環境さえ整っていればできる仕事だったので応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス（個人or職場）） kikaku@town.shirako.lg.jp

shirakogenkiproject@gmail.com
（電話番号（個人or職場））0475-33-2180(町企画財政課)
【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
https://Instagram.com/shirakomachi_kyoryokutai
https://Instagram.com/shirakogenkiproject

現在４年目で任期を１年間だけ延長してもらいました。
ラストの１年は自身のマネタイズに特化して活動していこ
うと思っています。
この３年間で作った任意団体での夏祭りやひまわり畑作り、
朝市などは今後も続けていくことが目標です。
正直町のためにまだまだやりたいことや町に必要なことは
たくさんありますが、地道にやっていくしかないと思って
います。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

活動内容が
分かる写真など

●白子町げんき夏祭りの開催
２０２２年に引き続き夏祭りの開催。
去年は２日間に規模を拡大し、出店者様なども昨年
の倍。そして祭り最後には打ち上げ花火をあげまし
た。このお祭りは白子町の伝統文化である「白子音
頭」を持続可能なものにするためとコロナで衰退し
た町の復興のため２０２２年から始めました。

活動内容が
分かる写真など

●スーパーが無くなった町に朝市の初開催
２０２３年３月より朝市の開催。
町唯一のスーパーが無くなり、いわゆる“買い物難民”
を救うべく町内の事業者を集め２か月に一度開催。
各開催には15~20店舗ほど集まり盛り上げていただ
いた。集客は毎回５００～１０００人ほど。

活動内容が
分かる写真など

●町に写真映えスポット作り
現在来春に向けて取り組んでいるのが、写真映えス
ポット作りです。
休耕地を利用し、町の花である「ひまわり」や「菜
の花」「コスモス」といった花畑を作り華やかな映
えスポットを作る予定で、植えるのも町の小学生な
どに参加していただく取り組みとしました。

隊員本人の顔が
分かる写真

移住定住
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